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出席者は記載者が○をつける

出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

・カルテチェックについて～各自進めて下さい。期日は今月いっぱいです。チェックを行ったカルテは、外して所定の箱に入れ、一覧表にチェックして下さい。

　

・常夜灯について～208号室の常夜灯発注してます。物品が届きましたら、取り付けお願いします。

・電気器具等の不具合について～9/22朝から台風の影響と思われる、ＰＣの電源が入らない、電気が点かない等の不具合がでている施設があるようです。今現在、病院、高齢施設内からは不具合の連絡はありませんが、何かあれば担当庶務までご連絡下さい。

・中庭について～本日、中庭の整理をしています。秋～冬にかけて楽しめる花を募集しています。思いつくスタッフは、小向SGM及び鈴木さんまでお知らせをお願い致します。

・看護グループ内研修について

再度SST研修参加者を募集します。
　希望者は『心理チーム（PHS243、内線232）』へ直接電話連絡し、申し込みお願い致します。
締　切：9/23（金）12：00迄。
日　時：9月27日（火）・9月30日（金）　
　　　　17:30～18:30
場　所：通所ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ青陽館１階
テーマ：SSTの基本～理論から体験まで～
内　容：17:30～SSTの基礎理論　
　　　　17:45～デモンストレーション
　　　　18:00～ロールプレイ　
対象者：看護・介護全スタッフ
講　師：小島　怜・李　蘭

・パソコンサーバーについて

法人内におけるパソコンサーバーについて、不要なデータや使用していないデータの保存が目立って

おります。各部署における電算化委員からもお話しているかと思いますが、容量は限られております
ので、必要なデータのみの保存をお願い致します。また、容量が足りなくなる事態を防ぐ為に、下記
の通り、パソコンサーバー内の整理を実施致します。ご協力をお願い致します。
＜日時＞

９月３０日（金）　２０：００～２３：００の３時間
＜作業内容＞
ファイルの最終使用日が、平成２２年９月３０日（１年前）以前のファイルについて、不要なファイ
ルとみなし、共有フォルダ内からの移動を行います。もし、移動後に使用したい場合には、電算化委
員会へ申し出を行い、使用の目的を確認の上、ファイルの提供を行っていく事となります。
＜注意事項＞
移動作業中は、ファイル共有内のファイルの使用について、制限をかけせていただく事となりますの
で、ご協力をお願い致します。
＜患者様連絡事項＞

・川村　つゑ様～本日採血の指示あり、採血しています。異常値の場合は、主治医へ情報提供し、指示を仰いでいきましょう。午後より38℃台の発熱あり、主治医報告にて解熱鎮痛消炎剤(カロナール)が1日分処方となっています。
・飛鳥　公平様　　　シンラック液1本継続処方となっています。水分摂取状況、排泄状況

・晴山　長司様　　　の確認をしていきましょう。

・勝田　ヒモエ様～本日胃管交換しています。次回交換は10/6となっているので忘れずに行って下さい。

・佐々木　哲郎様～臨時薬継続処方となっています。

・村井　八郎様～みちのく記念病院への受診について主治医より、診療情報提供書に日付けを入れてもらい、封筒に入れ、外出届けにもサインをもらっています。又、入院証明書は医事に依頼済みです。
・中村　陽子様～本日、川端Drに現在の状況（滞納、御家族様へ連絡が取れない事、記載住所に住んでいない事）など情報提供しています。滞納が続くようであれば、最終手段として、法的な手続きを行っていくとの事です。日勤スタッフが1日1回、御家族様へ連絡していきましょう。御家族様への対応方法をABユニットに置いています。御家族・知人様来院時はそれに基づいて対応していきましょう。

＜川端Drケースカンファレンス＞

症例検討会　実施報告　　　　　　　　　玉井　悠策様
　　　　　　　　　　　　　　　

作成者　　　　三浦　雪枝　　印
　　　　　　　　　　　　　　　　実施日 　H　23年　9月　22日
　　　　　　　　　　　　　　　主治医　　　　川端　栄蔵　　印
　　　　　　　　　　　　　　　SGM　　　　小向　由紀　　印
	対象患者情報
	　　玉井　悠策　様　　　70　歳
病名：アルツハイマー型認知症　　　入院形態：医療保護入院

	患者の希望
	自宅退院

	患者の
現在の経過について

	・同室者とのトラブルがあり、物盗られ妄想、失見当識あること(自分の場所が分からない、トイレの場所が分からず放尿している)や易怒性あることから7/25南Dユニットへ移動となっている。移動後も失見当識や徘徊、些細なことで易怒的となること見られている。物盗られ妄想は聞かれず。
・日中はトイレで排泄行っているも、夜間は廊下や自室内での放尿

あり。尿失禁は見られず。
・食事・入浴は声掛けにて行うこと出来ている。
・プログラムの必要性についての理解なし。その場にいても居眠り目立っている。
・夜間の睡眠は概ねとること出来ているも中途覚醒し、棟内徘徊見られることある。

	主治医の治療方針
	

	検討された支援方針
	施設入所

	抽出された
問題点
	＃1.暴力行為や易怒性がなくならないと、施設入所はムリなのではないか。
＃2.御家族が介護保険申請についての理解が不十分である。

	今後の
看護計画

	＃1.暴力行為や易怒性がなくならないと、施設入所はムリなのではないか。
　→すぐに施設入所申し込みを行っても、入所まで時間がかかる為将来的なことも踏まえ、今のうちに申し込みを行っていく。又、本人の易怒性は周りの刺激に対し反応してしまう為、静かな環境を提供していく。精神科という環境の中でうまい対応策を検討していく必要がある。
＃2.御家族が介護保険申請についての理解が不十分である。
　　→申し込みの書類は、現在インターネットでもダウンロード出来る為、ダウンロードしたり、在介に確認し一緒に記載を行ってみる。それでも分からないようであれば、一緒に申請を行いにいく。将来的に御家族様が同居が難しいというのであれば、施設入所申し込みも行っていく。
　　　また、現在の保護者であるお兄様が高齢の為、同居者や兄弟背景など、キーパーソンを確認しておく必要がある。


